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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

飯田子どもまつり、伊勢市小学生交流事業の参加者は目標を上回る成果となった。

各地域で実施された青少年健全育成活動を支援した。

改革改善

の考え方

①問題

点

子ども若者育成支援推進法の制定により、青少年健全育成のみならず、青年期までを含めた総合的な支援対応が求めら

れてきている。

②改革

提案

子ども若者育成支援については、長野県次世代サポートプランが25年度開始となる。県的な取組方針等を見ながら庁内

検討会議を開催する。

総事業費①+② 2,749 1,453 2,421

人件費計（千円）② 1,430 1,430

1,166

正規職員所要時間 400 400

臨時職員所要時間

一般財源 1,319 1,453 991

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 1,319 1,453 991 1,166

25年度予算額 特定財源内訳、補足

1,166

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　青少年健全育成

　（１）青少年問題協議会の開催（基本方針・関係機関意見交換等）

　（２）広報紙の発行（地育力通信と合同）

　（３）地域プログラム活用事業補助金

　（４）飯田子どもまつりの開催　４月15日

　（５）飯田市安全大会の開催　12月15日

２　小学生の伊勢市交流事業　伊勢市来飯　８月２日～３日

１

（１）開催回数

（２）発行回数

（３）補助金額

（４）開催回数

（５）開催回数

２ 　参加校数・児童数

　　飯田市

　　伊勢市

１

（１）　　０回

（２）　　５回

（３）　　309千円

（４）　　１回

（５）　　１回

２

　　７ 校・28人

　　12校・36人

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

・少子高齢化や核家族化等により地域の人と人のつながりが薄れる傾向にあり、青少年を育成する社会環境が大きく変化している。このよう

な中で、青少年の健全な育成のために、地域の子どもは地域で育てる意識の醸成、地域資源を活用した青少年健全育成の取組みなどを、

家庭・学校・地域・行政が一体となって推進する。

・伊勢市との交流を通して、友情と連帯の輪を深め、両市の親善に寄与する。対象は、次代を担う小学生とし、学校内外の生活や文化を学

び地域社会のことについて情報交換や話し合いを行う。特に、飯田出身で日本の博物館の父と称される「田中芳男」の伊勢市との歴史的な

つながりを学習し、お互いの地域を再発見することで、郷土を愛し誇りに思う人材を育成する。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

828 800 850

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

参加者数（伊勢市交流・飯田子どもまつり） 650

28年度見込み

子育てをしている家庭数（戸）

(0歳～18歳までの子どもがいる世

帯）

10237

意図（どういう状態

にするか）

多様な人との交流や様々な体験を通して子どもたちの健

全な心を育む

向上させたい上位施

策の成果指標

基本的な生活習慣を修得している子どもの割合

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 子ども及びその家庭

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 24 家庭教育の充実

基本計画上

の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

課等名 生涯学習・スポーツ課 係等名 地育力向上係

事業種別 政策 開始 終了

事務事業名

会計 一般会計

青少年健全育成事業

24 事業№ 47 7平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 2 施策№


